
5月23日（月）、「すべての働く者が互いに尊重し、共感しあえる
社会を創るために」と題し、交運労協※第27回交通運輸政策研究集会が
開催されました。
各産業におけるカスタマーハラスメントの実態と労使の対応・課題に

ついてパネルディスカッションをおこない、航空連合からは「機内、
空港、ホテル等、あらゆる場所でカスハラの悩みを抱えた仲間がいる。
盗撮や無断撮影も後を絶たず、SNSの普及等により、被害が従前より
増加している。働く仲間を守る法整備をお願いしたい。」と職場の意見
を伝えました。
※交運労協： 全日本交通運輸産業労働組合協議会。約60万人の陸・海・空の

交通運輸労働者が加盟する産業別組織。
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パネルディスカッションで発言をする溝口 客室部会副部会長（右）


